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Ⅰ 事業の取組の概要 

本会は、「岩手県社会福祉協議会活動計画 2019-2023」（平成 31 年 3 月策定）に基づき、本

会の基本理念である「地域福祉を推進し、誰もが住み慣れた家庭や地域で、共に支えあい、自

分らしく、安心して生活することのできる、豊かな福祉社会の実現」に向けて、令和４年度は

活動計画の４年目として各種の事業に取り組みました。  

１ 県民の生活課題の解決 

（１）生活課題を抱える住民の支援

〇 高齢化の進展により、単身高齢者、高齢者のみの世帯の急増、人間関係の希薄化が課 

題となる中、住民が抱える生活課題を把握し解決するための仕組みづくりを行う、地域 

福祉活動コーディネーター（ＣＳＷ）を新たに 26 人養成するとともに、コーディネー 

ターが重層的支援及び地域づくり実践にむけた課題分析等を行えるよう、地域づくり実

践研修会等を開催しました。 

〇 県内市町村社協は、介護保険事業の経営や職員の確保・育成など、複合的な経営課題 

を抱えているため、新たに管理職員研修会を開催し職員の育成を図ったほか、社会福祉 

法人としての市町村社協の理念と、理念を実現するための基本方針、中期的な組織や財 

務、事業運営の方針を明らかにする「市町村社協中期経営計画」を全ての市町村社協で 

策定することができるようアドバイザーを派遣しました。 

〇 低所得者、障がい者又は高齢者に対し、生活福祉資金の貸付けと必要な相談支援を行 

い、経済的自立及び生活意欲の助長促進を図り、安定した生活が送れるよう支援しまし 

た。 

また、新型コロナウイルス感染症の影響による減収等で、生活資金にお困りの方を対 

象とした緊急小口資金等の特例貸付を行い、令和 2 年 3 月からの累計で 10,354 件、 

3,512,986 千円を貸付決定し、住民税非課税等の国が示した償還免除要件に該当する 

3,314 件、957,824 千円の償還免除の決定処理を行ったほか、償還免除の要件に該当し 

ない世帯に対しては個別相談による状況把握を行いながらフォローアップ支援に取り 

組みました。 

〇 ひとり親家庭や児童養護施設退所者等を対象とした貸付事業（計 23 件貸付）を実施

し、就職・就労の支援や自立の促進を図りました。 
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〇 社会福祉法人が種別を越えて連携・協力し、制度の狭間にいる方々の自立を支援する 

新たなセーフティネットとしてＩＷＡＴＥあんしんサポート事業を 90 法人の参画を得 

て実施し、生活困窮世帯等に対し 138 件の支援を行うとともに、中間的就労の場「就労 

準備ボランティア」を実施しました。 

〇 生活困窮者自立支援法に基づく自立相談支援事業及び家計改善支援事業（盛岡圏域生

活困窮者自立相談支援事業）を雫石町、葛巻町、岩手町、紫波町及び矢巾町で実施し、

自立支援プラン（42 件）及び家計再生プラン（11 件）の作成を通じて生活困窮者の自

立生活の促進を図りました。  

〇 相談支援を必要とするひとり親家庭等に対し、地域全体で見守り、関係機関が連携し

て適切な支援が行えるようにするため、ひとり親サポートネットワーク会議や支援者研

修会を開催するとともに、ひとり親家庭等からの相談対応（56 件）のほか、家計管理等

の個別相談会（4 回）を開催しました。 

（２）住民の権利擁護と福祉サービスの利用支援

〇 認知症、知的障がい、精神障がい等で、判断能力が不十分な方に、福祉サービスの利 

用援助及び日常的金銭管理サービス等の提供を行うため、12 の基幹社協に業務の一部 

を委託して基幹社協の専門員及び生活支援員が利用者（1,011 人）の支援を行うととも 

に、成年後見制度への移行（21 人）を支援しました。  

〇 福祉サービスに関する苦情解決相談（121 件）及び事情調査、あっせんを行うととも 

に、県内福祉サービス提供事業所における苦情解決の体制整備を支援し、苦情をサービ 

スの質の向上に生かす取組の促進を図りました。

（３）民生委員・児童委員の活動支援

〇 民生委員・児童委員の資質向上及び活動支援のため、会長・副会長研修会や、主任児 

童委員を対象とした研修を開催したほか、新任民生委員児童委員向けのオリエンテーシ 

ョンDVD を作成・配布しました。  

（４）東日本大震災からの復興支援と災害時対応体制の整備

〇 東日本大震災被災者の生活を支援するため生活支援相談員 62 人を配置し、支援対象 

の 2,120 世帯に対し、延べ 39,983 回の訪問等を行ったほか、生活支援相談員の研修、 

現地事例検討会及び住民の主体性を醸成するためのファシリテーション研修等を通じ 

て相談員のスキルアップを図りました。  

〇 東日本大震災後に本会に寄せられた寄付金により創設した「災害復興基金」を、本会 
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や市町村社協が行う被災者支援活動の財源として活用しました。 

〇 災害ボランティアセンター設置運営研修等支援事業では、平時からの関係機関、関係 

者の「顔の見える関係」の構築を目指し、広域市町村ネットワーク連絡会議を開催する 

とともに、災害ボランティアセンター（ＶＣ）設置・運営に係る研修訓練を開催するな 

どして、災害発生の際に市町村社協災害ＶＣが迅速に対応できるよう準備を進めました。 

〇 災害時に広域的に支援するネットワーク（災害派遣福祉チーム）の派遣体制強化を図 

るため、マニュアルに基づく連絡訓練や局内における派遣初動訓練を行ったほか、新た 

にチーム員 10 人を養成し、スキルアップ研修を開催するなどして、チーム員登録数は 

283 人になりました。 

  〇 介護施設及び障がい福祉施設で働く職員等が新型コロナウイルスに感染等したこと

などにより職員が不足する施設等に、他の施設から応援職員を派遣するための社会福祉

施設等応援職員派遣事業（60 施設、計 104 人登録）で、派遣要請に備えました。（派遣

要請はなし） 

２ 住民の福祉活動の振興 

（１）ボランティア活動の振興と福祉教育の推進

〇 住民相互に支え合う機運の醸成及びボランティア活動の拡充を図るため、ボランティ 

ア体験㏌いわてを実施したほか、ボランティア出前講座を 5 回開催するとともに、社協

ＶＣの役割の明確化と機能強化を図るため、ボランティア活動研究会、企画委員会にお 

いて具体的な取組を検討しました。  

（２）情報発信機能の強化

〇 本会機関紙「パートナー」を年６回発行するとともに、社会福祉に関する情報や本会 

をはじめ会員施設や市町村社協の活動をホームページで紹介するなどして情報の提供 

に努めました。  

３ 福祉人材の養成と確保 

（１）福祉人材の養成とスキルアップ支援

〇 福祉サービスを担う人材の確保や育成、社会福祉・介護従事者の資質向上や定着促進

等を目的に研修会を開催しました。 

〇 介護施設等及び居宅において適切に喀痰吸引等を行うことのできる介護職員等を養
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成することを目的に、岩手県介護職員等医療的ケア研修を開催（130 人修了）しました。 

（２）福祉人材の確保とマッチングの強化

〇 無料職業紹介所として、求人求職のあっせんを中心に、求職者に対する就職や資格取

得に関する相談支援や福祉全般の情報提供、「介護・保育・福祉の就職相談会」の開催

などを通じて求人求職のマッチング（採用人数 141 人）を図ったほか、福祉の仕事へ

の関心や理解を深めるため、小学校、中学校及び高等学校等を対象に福祉のしごと紹介

事業（出前講座・12 校）を開催しました。  

〇 福祉・介護人材の確保を目的に、県内に７人のキャリア支援員を配置し、求職者への

きめ細かな相談支援を行うとともに、福祉施設・介護事業所訪問による求人開拓と、働

きやすい職場づくりに向けた指導・助言等（マッチング数 226 人）を行いました。  

〇 保育人材を確保するため専任コーディネーター2 人を配置し、求人求職等ニーズの把

握や保育士の就職相談等の支援（マッチング数 110 人）を行いました。 

〇 介護福祉士又は社会福祉士の資格取得を目指す学生等に対し修学資金を貸し付ける

介護福祉士修学資金等貸付事業及び保育士修学資金貸付等事業により、145 件の貸し付

けを行いました。 

（３）退職共済制度の適正運営と福利厚生事業の充実

〇 県内の民間社会福祉事業施設及び団体に勤務する職員の福利厚生を目的に本会が実 

施する「民間社会福祉事業職員共済事業」の財政運営の健全化を図るため、積立水準回 

復計画に基づき事業の適正な運営に努めましたが、令和 4 年度は資産運用がマイナスに 

なったことにより、令和 4 年度末での責任準備金率は 74.82％で、目標の 77％を約 2 ポ 

イント下回る結果となりました。

また、福利厚生センターの地方事務局として会員交流事業を企画・開催しました。

４ 社会福祉事業経営の支援 

（１）社会福祉事業経営の支援

〇 障がい者就労支援事業所に対し、施設外就労のマッチング支援や自主生産製品の販売、 

販路・業務受注拡大等の支援を行うとともに、農林水産業者等が障がい及び障がい者を 

理解するための研修会や、事業所職員が農林水産業を理解するための施設職員向けのセ 

ミナー等を開催しました。

〇 官公庁や民間企業等と障がい者就労支援事業所とのハブ機関として、県内障がい者就 
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労支援事業所の利用者が将来的に地域で自立した生活が営むことができるよう、働きた 

い気持ちの実現と工賃の向上による所得の確保を目的に、障がい者就労支援事業所製品 

の販売活動を推進するとともに、役務の受注を支援（取扱い売上高 28,708 千円）しま 

した。  

（２）適正なサービス評価の実施

〇 福祉サービスの質を客観的かつ専門的に第三者が評価することによってサービスの 

質の向上を目指すことを目的に、岩手県福祉サービス第三者評価事業（受審事業所 10 

か所）に取り組みました。 

５ 多様な組織等との連携協働 

（１）種別協議会・部会活動を通じた福祉サービス向上の取組とサービス利用者の福祉増進

〇 事業種別を単位とした連絡協議、調査研究及び研修等を行うとともに、関係機関団体 

とのネットワークを築くことにより、会員である社会福祉法人及び施設・事業所が地域 

における福祉サービス向上とサービス利用者の福祉増進が図られるよう組織事務を担 

いました。  

（２）多様な組織等との連携協働の推進

〇 事務を受託している 10 の団体の適正な運営と事業の推進に努めました。 

６ 指定管理施設の管理運営 

ふれあいランド岩手の管理運営 

〇 これまでの経験と蓄積されたノウハウを最大限に生かし、効率的な運営と魅力ある 

事業の企画実施及びサービスの向上と安全性の高い堅実な施設運営に努め、新型コロナ

ウイルス感染症の影響もあり利用者数は 170 千人（目標の 66％）に留まりましたが、

３年ぶりにふれあいランド祭を開催するなど利用者の拡大に努めました。 

７ 県社協の活動基盤の強化 

（１）県社協財政基盤の適正化

〇 県社協の本来の使命や役割を認識し地域福祉推進に必要な自主財源を確保するため、 

県内企業・団体に対し協賛金を呼びかけ、333 の企業・団体から支援をいただきました。 

（２）組織強化のための取組の推進
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〇 経営組織のガバナンスを強化するため、会計監査人による監査を受検しました。 

８ 岩手県社会福祉大会 

第７５回岩手県社会福祉大会 

〇 本県の社会福祉の向上に尽力し、多大な功績を残した方々を顕彰するととともに、地 

域共生社会、豊かな福祉社会を実現するための共通認識を深め、本県の社会福祉の一層 

の発展に資することを目的に開催しました。 
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る
と
と
も
に
、

地
域
ア
セ
ス
メ
ン
ト
手
法
と
し
て
有
効
な
支
え
合
い

マ
ッ
プ
実
践
手
法
の
習
得
を
支
援
す
る
。

 〇
 C

SW
養
成
研
修
会
の
開
催

 
年

1
回

4
日

 
◎
養
成
数

30
人

前
期
課
程

8
月

4
日
、

5
日

 

後
期
課
程

9
月

15
日
、

16
日

 

修
了
者

26
人

 

87
％

 

〇
 
地
域
づ
く
り
実
践
研
修
会
（
兼

 
C

SW
継
続

研
修
会
）の
開
催

 

年
1
回

4
日

 
参
加
者

30
人
以
上

 
縮
小

 
前
期
：1
月

26
日
、

27
日

 
オ
ン
ラ
イ
ン
、

50
人
、
会
場
参
集
、

31
人

 

後
期
：2
月

9
日
、

10
日

 
オ
ン
ラ
イ
ン
、

46
人
、
会
場
参
集
、

26
人

 

12
8％

 

②
研
修
修
了
者
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
及
び
自
地
域

で
の
実
践
が
推
進
さ
れ
る
よ
う
支
援
す
る
と
と
も

に
、
修
了
者
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
。

 〇
 福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ポ
ー
ト
事
業
【新
規
】 

支
え
合
い
マ
ッ
プ
作
成
に
係
る
事
例
検
討

や
講
師
あ
っ
せ
ん
、
地
域
福
祉
活
動
計
画
策

定
見
直
し
に
係
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
を
通
じ
、

各
地
域
で
の
実
践
を
支
援
す
る
。

 

通
年

 
2
か
所
×

3
回

 
紫
波
町
地
域
福
祉
計
画
策
定
作
業
委
員
会
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
対
応

 

7
月

15
日
、

9
月

16
日
、

10
月

14
日
、

12
月

16
日
、

1
月

27
日

 

83
％

 

 〇
 地
域
福
祉
関
係
資
料
集
の
作
成
【
新
規
】 

年
1
回

 
C

SW
養
成
研
修
会
に
て
配
布

 

 〇
 C

SW
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
の
普
及
・活

用
 

通
年

 
登
録
者
：修
了
者
の

5
割

 
随
時
情
報
発
信
、
登
録
者

17
2
人
（修
了
者
累
計

21
5
人
） 

80
％

 

市
町
村
社
会
福
祉
協
議

会
部
会
事
業

 

①
市
町
村
社
協
中
期
経
営
計
画
策
定
の
推
進

◎
策
定
市
町
村
社
協

10

社
協

8
社
協
策
定
済
み

 

2
社
協
（盛
岡
、
山
田
）策
定
予
定

 

10
0％

 

 〇
 中

期
経
営
計
画
策
定
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事

通
年

 
盛
岡
市
社
協

4
回
、
大
船
渡
市
社
協

1
回
、
山
田
町
社
協

1
回
、
盛
岡
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[地
域
福
祉
企
画
部

] 

業
 

市
社
協
（1
月

13
日
予
定
） 

 〇
 計
画
策
定
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

 
年

1
回

 
6
月

20
日
、

7
社
協

8
名

 

〇
 社
協
経
営
研
究
会
の
開
催

 
年

1
回

 
地
域
福
祉
推
進
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
と
共
催

 

②
市
町
村
社
協
へ
の

C
SW

機
能
の
浸
透
と
活
動

の
推
進

〇
 研
究
会
の
開
催

 

・生
活
困
窮
者
支
援
研
究
会
（再
掲
）

年
1
回

 
12
月

23
日
（ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
）、

14
社
協

26
人

 

・C
SW

活
動
研
究
会

年
1
回

 
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
と
一
体

的
に
開
催

3
月

10
日
、

11
5
人

 

〇
 職
員
育
成
研
修
会
の
開
催

 

・新
任
職
員
研
修
会

年
1
回

 
第

1
回
：4
月

25
日
、

14
社
協

31
人

 

第
2
回
：8
月

19
日
、

10
社
協

22
人

 

第
3
回
：2
月

13
日
、

10
社
協

21
人

 

・中
堅
職
員
研
修
会

年
1
回

 
9
月

12
日
、

13
日
、

10
社
協

13
人

 

・管
理
職
員
研
修
会
【新
規
】

年
1
回

 
12
月

6
日
、

7
日
、

12
社
協

11
人

 

③
社
会
福
祉
法
人
と
の
連
携
・協
働
の
取
組
推
進

◎
取
組
実
施
市
町
村
社

協
 

 
 

 
 

 
 

 
 

5
社
協

12
社
協

 

※
社
協
の
概
要
か
ら
集
計

24
0％

 

 〇
 地
域
福
祉
推
進
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

 
年

1
回

 
3
月

10
日
、

11
5
人

 

 〇
 
社
会
福
祉
法
人
と
の
連
携
・
協
働
事
例
の
発

信
 

年
1
事
例

 
3
月

10
日
の
地
域
福
祉
推
進
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
の
事
例

 
10

0％
 

④
市
町
村
社
協
組
織
運
営
、
事
業
推
進
支
援

〇
 会
長
懇
談
会
の
開
催

 
年

1
回

 
8
月

3
日
、

36
人

 

〇
 県
保
健
福
祉
部
と
の
懇
談
会
の
開
催

 
年

1
回

 
9
月

8
日
、
副
会
長
対
応

 

〇
 事
務
局
長
・
地
域
福
祉
担
当
課
長
会
議
の
開

催
 

年
1
回

 
7
月

5
日
、

56
人
（会
場

27
人
、
オ
ン
ラ
イ
ン

29
人
） 

〇
 社
協
の
概
要
、
役
職
員
名
簿
の
作
成

 
年

1
回

 
役
職
員
名
簿
：5
月
作
成
配
布
、
社
協
の
概
要
：1
月
作
成
配
布

 

〇
 
市
町
村
社
協
福
祉
サ
ー
ビ
ス
実
施
状
況
調

査
の
実
施

 

年
1
回

 
2
月
調
査

R
5
年

5
月
配
布
予
定

 

⑤
災
害
対
応
初
動
チ
ー
ム
員
研
修
の
実
施

年
1
回

 
3
月

23
日
、

16
社
協

24
人

 

生
活
福
祉
資
金
貸
付
事

業
 

低
所
得
者
、
障
が
い
者
及
び
高
齢
者
に
対
し
、

資
金
の
貸
付
と
必
要
な
相
談
支
援
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
経
済
的
自
立
、
生
活
意
欲
の
助
長
、
在
宅
福
祉

及
び
社
会
参
加
の
促
進
を
図
り
、
安
定
し
た
生
活
を

送
れ
る
よ
う
に
す
る
。

 

通
年

 
（
貸
付
中
世
帯
へ
の
相
談
支

援
件
数
を
評
価
指
標
と
し
て
き

た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
関
す
る
特
例
貸
付

へ
の
対
応
継
続
、
生
活
福
祉

資
金
相
談
員
配
置
数
減
の
状

況
か
ら
、
新
た
な
評
価
指
標
を

検
討
す
る
） 

貸
付
決
定
件
数

 
1,

29
6
件

 

＜
本
則
分
（令
和
）４
年
度
＞

 

・福
祉
費

 
 

 
 

 
 

 
 7

6
件

 

・教
育
支
援
資
金

 
 

 
 

27
6
件

 

・緊
急
小
口
資
金

 
 

 1
42
件

 

・臨
時
特
例
つ
な
ぎ
資
金

 
１
件

・総
合
支
援
資
金

7
件

 

・要
保
護
世
帯
向
け
不
動
産
担
保
型
生
活
資
金

 
 

0
件

＜
コ
ロ
ナ
特
例
分
（令
和
４
年
度
）＞

・緊
急
小
口
資
金

48
6
件

 

・総
合
支
援
資
金

30
8
件
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[地
域
福
祉
企
画
部

] 

①
事
業
実
施
体
制
の
維
持

事
業
の
実
施
に
必
要
な
相
談
員
配
置
の
た
め

の
財
源
確
保
に
つ
い
て
、
今
後
の
制
度
や
施
策

の
動
向
を
踏
ま
え
対
応
す
る
。

 

令
和
４
年
度

 
市
町
村
社
協
へ
の
相
談
員
配
置

17
.5
名

 

令
和
５
年
度

 
市
町
村
社
協
へ
の
相
談
員
配
置

40
名
（予
定
） 

②
特
例
貸
付
へ
の
対
応

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け

た
世
帯
へ
の
特
例
貸
付
に
つ
い
て
、
償
還
免
除
を

含
む
債
権
管
理
業
務
等
の
対
応
を
行
う
。

 

・申
請
受
付
期
間
は
令
和
４
年

9
月
末
で
終
了

・特
例
貸
付
償
還
免
除

＜
償
還
免
除
決
定
件
数
（小
口
・初
回
総
合
）令
和
４
年
度
＞

3,
31

4
件

 
（対
象
債
権
数

8,
52

5
件
の

38
.9
％
）

・
償
還
困
難
者
等
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
支
援
（
個
別
の
相
談
対
応
、
償

還
猶
予
等
）

＜
償
還
猶
予
＞

16
2
件
＜
少
額
返
済
＞

26
件

 
③
適
切
な
債
権
管
理
及
び
相
談
支
援

市
町
村
社
協
の
協
力
を
得
て
、
適
切
な
債
権

管
理
を
行
い
、
償
還
率
の
向
上
及
び
滞
納
世
帯

等
へ
の
相
談
支
援
に
努
め
る
。

 

償
還
指
導
面
接
会

 

縮
小
実
施

 

特
例
貸
付
の
受
付
期
間
終
了
後
実
施

 

・1
0
市
町
村
社
協
で
実
施
（延
べ

11
日
間
）

 

④
市
町
村
社
協
担
当
職
員
研
修
会
の
開
催

生
活
福
祉
資
金
及
び
生
活
困
窮
者
自
立
相
談

支
援
事
業
の
担
当
職
員
を
対
象
と
し
て
研
修
を
実

施
す
る
。

 

年
2
回

 
初
任
者
研
修

6
月

21
日
（参
加
者

23
人
） 

現
任
者
研
修
（W

eb
事
務
説
明
会
） 

2
月

24
日
（参
加
者

52
名
） 

 

福
祉
人
材
確
保
等
貸
付

事
業

 

①
介
護
福
祉
士
修
学
資
金
貸
付
等
事
業

（1
7
ペ
ー
ジ
を
参
照
）

②
保
育
士
修
学
資
金
貸
付
事
業

（1
7
ペ
ー
ジ
を
参
照
）

③
ひ
と
り
親
家
庭
高
等
職
業
訓
練
促
進
資
金
貸
付

事
業 高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
を
活
用
し
て
養

成
機
関
に
在
学
し
、
就
職
に
有
利
な
資
格
の
取

得
を
目
指
す
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
に
対
し
、
高
等

職
業
訓
練
促
進
資
金
を
貸
し
付
け
、
修
学
を
容
易

に
す
る
こ
と
に
よ
り
資
格
取
得
を
促
進
す
る
と
と
も

に
、
自
立
に
向
け
て
の
意
欲
的
な
ひ
と
り
親
家
庭

の
親
に
対
し
、
住
宅
支
援
資
金
を
貸
し
付
け
、
自

立
の
促
進
を
図
る
。

 

通
年

 
入
学
準
備
金
、
就
職
準

備
金
、
住
宅
支
援
資
金

 

◎
20

件
入
学
準
備
金
、
就
職
準
備

金
 

 1
8 

住
宅
支
援
資
金
 

 2
 

◎
9
件

入
学
準
備
 
6
件

就
職
準
備
 
3
件

住
宅
支
援
資
金
(新

規
)0

件

45
％
 

④
児
童
養
護
施
設
退
所
者
等
に
対
す
る
自
立
支

援
資
金
貸
付
事
業

児
童
養
護
施
設
等
を
退
所
し
た
方
等
の
う
ち
、

安
定
し
た
経
済
基
盤
の
確
保
が
困
難
な
状
況
に

あ
る
方
に
対
し
、
自
立
支
援
資
金
を
貸
し
付
け
る
と

と
も
に
、
児
童
養
護
施
設
等
に
入
所
中
の
方
又
は

里
親
等
に
委
託
中
の
方
に
対
し
、
就
職
に
必
要

な
資
格
を
取
得
す
る
た
め
の
費
用
を
貸
し
付
け
る

通
年

 
家
賃
支
援
費
、
生
活
支

援
費
、
資
格
所
得
支
援

費
 

◎
8
件

◎
14

件

家
賃
支
援
費
 
 
5
件
 

生
活
支
援
費
 
 
4
件
 

資
格
取
得
支
援
費

5
件
 

17
5％
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[福
祉
経
営
支
援
部

] 
こ
と
で
、
円
滑
な
自
立
支
援
を
図
る
。

 

ＩＷ
Ａ
Ｔ
Ｅ
あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー

ト
事
業

[福
祉
経
営
支
援
部

] 

社
会
福
祉
法
人
が
種
別
を
超
え
て
連
携
・
協
力

し
、
制
度
の
狭
間
に
い
る
方
々
の
自
立
を
支
援
す
る

新
た
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
構
築
す
る
ほ
か
、
ア
ウ

ト
リ
ー
チ
を
伴
う
活
動
に
よ
っ
て
地
域
の
福
祉
課
題

を
把
握
し
、
新
た
な
社
会
資
源
を
創
出
す
る
。

通
年

 
◎
参
画
法
人

 
90
法
人

◎
90
法
人

10
0％

 

①
あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト
相
談
員
の
養
成

年
2
回

 
50
人

 
6
月

28
日
養
成
研
修
①
、

36
人

 

１
月

30
日
養
成
研
修
②
、

11
人

 

94
％

 

②
相
談
員
の
配
置

通
年

 
30

0
人

 
29

7
人

 
99
％

 

③
生
活
困
窮
世
帯
等
へ
の
支
援

通
年

 
13

8
件

 

④
中
間
的
就
労
の
場
「
就
労
準
備
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

の
実
施

通
年

 
15
法
人

 
縮
小

 
2
法
人

 
13
％

 

⑤
子
ど
も
の
居
場
所
「フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
」の
実
施

通
年

 
5
法
人

 
中
止

 
0％

 

盛
岡
圏
域
生
活
困
窮
者

自
立
相
談
支
援
事
業

 

[地
域
福
祉
企
画
部

] 

①
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
自
立
相

談
支
援
事
業
及
び
家
計
改
善
支
援
事
業
を
盛
岡

広
域
振
興
局
か
ら
受
託
し
、
雫
石
町
、
葛
巻
町
、

岩
手
町
、
紫
波
町
及
び
矢
巾
町
で
実
施
す
る
。

通
年

 
◎
新
規
相
談
数

18
0
件

◎
自
立
支
援
プ
ラ
ン
作
成

数
90
件

◎
家
計
再
生
プ
ラ
ン
作
成

数
18
件

訪
問
・
面
談
・
会
議
開

催
等
に
影
響
あ
り
。

 

新
規
相
談
数

 
17

4
件

 

自
立
支
援
プ
ラ
ン

 

作
成
数

 
42
件

 

家
計
再
生
プ
ラ
ン

 

作
成
数

 
 

 
 

11
件

 

97
％

 

47
％

 

61
％

 
②

主
任
相
談
支
援
員

1
人
、
相
談
支
援
員
兼
就

労
支
援
員

2
人
及
び
家
計
改
善
支
援
員

1
人
を

配
置
す
る
。
（兼
務
有
）

ひ
と
り
親
家
庭
等
総
合
相

談
支
援
事
業

 

相
談
支
援
を
必
要
と
す
る
ひ
と
り
親
家
庭
等
に
対

し
、
地
域
全
体
で
見
守
り
、
関
係
機
関
が
連
携
し
て

適
切
な
支
援
を
行
う
ひ
と
り
親
家
庭
等
応
援
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
を
運
営
す
る
。

①
岩
手
県
ひ
と
り
親
家
庭
等
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
会
議
の
開
催

地
域
に
お
け
る
ひ
と
り
親
家
庭
等
を
支
え
る
仕

組
み
づ
く
り
を
推
進
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築

 

年
2
回

 
9
月

20
日
、

13
人

 

3
月

22
日
、

16
人

 

②
地
域
に
お
け
る
連
携
体
制
の
構
築
支
援

県
内

9
圏
域
の
「ひ

と
り
親
家
庭
等
サ
ポ
ー
ト

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」の
円
滑
な
運
営
支
援

年
9
回

 
4
圏
域
の
会
議
に
出
席

 

4
月

26
日
（大
船
渡
） 

7
月

15
日
（二
戸
） 

10
月
（宮
古
／
書
面
） 

12
月

22
日
（盛
岡
／

W
E
B
） 

2
月

8
日
（釜
石
） 

③
支
援
者
研
修
の
実
施

【民
生
委
員
向
け
】 

9
圏
域
×
各

1
回

 

【支
援
者
向
け
】 

4
地
域
×
各

1
回

 

【民
生
委
員
向
け
】 

資
料
提
供

 

【民
生
委
員
向
け
】 

1
月
～

2
月
に
各
広
域
振
興
局
へ
資
料
提
供
（9
圏
域
） 

【支
援
者
向
け
】 

1
月

19
日
県
北
地
域

 

1
月

23
日
盛
岡
地
域

 

2
月

20
日
沿
岸
地
域
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[地
域
福
祉
企
画
部

] 

2
月

24
日
県
南
地
域

 

④
ひ
と
り
親
家
庭
等
に
関
す
る
相
談
支
援
及
び
相

談
対
応
（支
援
者
支
援
を
含
む
。
）

通
年

 
◎
新
規
相
談
月

3
件
以

上

新
規
件
数

56
件

 
15

6％
 

⑤
ひ
と
り
親
家
庭
等
支
援
施
策
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
用

い
た
情
報
発
信

通
年

 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
継
続
発
信

⑥
家
計
管
理
・
生
活
支
援
講
習
会
及
び
個
別
相

談
の
実
施

 
 

 
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
家
計
管
理
に
関
す
る
課

題
解
決
の
た
め
、
専
門
家
に
よ
る
講
習
会
及
び

個
別
相
談
の
実
施

 

年
9
回

 
個
別
相
談
の
実
施
（4
回
）
 

7
月

29
日
、

11
月

19
日
、

12
月

26
日
、

2
月

15
日

 

(
2
)
住
民
の
権
利
擁
護
と
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
支
援

日
常
生
活
自
立
支
援
事

業
 

[地
域
福
祉
企
画
部

] 

①
認
知
症
、
知
的
障
が
い
、
精
神
障
が
い
等
で
、

判
断
能
力
が
不
十
分
な
方
に
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
援
助
及
び
日
常
的
金
銭
管
理
サ
ー
ビ
ス
等

を
提
供
す
る
。

通
年

 

②
12

基
幹
社
協
に
業
務
の
一
部
を
委
託
し
、
基

幹
社
協
の
専
門
員

22
.5
人
と
生
活
支
援
員

19
0

人
が
利
用
者
支
援
を
実
施
す
る
。

通
年

 

業
務
点
検

 

業
務
点
検

12
基
幹
社
協
、

19
協
力
社
協

 

〇
 利
用
者
数
（令
和

4
年

12
月
末
現
在
） 

1,
00

9
人
（う
ち
生
保
受
給
者

37
1
人
） 

◎
実
利
用
者
数

1,
02

0

人

1,
01

1
人
（う
ち
生
保

36
7
人
） 

99
％

 

〇
 専
門
員

1
人
当
た
り
の
利
用
者
数

 

44
.8
人
（国
の
基
準
は

35
人
） 

専
門
員

1
人
当
た
り
の
利
用
者
数

44
.9
人

 

成
年
後
見
推
進
支
援
事
業

 
①

市
町
村
支
援
機
能
強
化
事
業
【新

規
】

市
町
村
が
取
り
組
む
成
年
後
見
制
度
利
用
促

進
に
関
す
る
相
談
窓
口
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、

中
核
機
関
未
設
置
及
び
設
置
済
み
市
町
村
へ

の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
を
行
う
。

 

 
 
県
が
主
催
す
る
関
係
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

会
議
の
運
営
に
協
力
す
る
。

 

 
 
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
に
必
要
な
取
組
や

実
務
上
の
課
題
等
に
つ
い
て
共
有
、
協
議
す
る

機
会
と
し
て
、
県
が
開
催
す
る
市
町
村
職
員
対

象
研
修
の
運
営
に
協
力
す
る
。

 

通
年

 

研
修
会
年

1
回

 

＜
相
談
窓
口
の
設
置
＞

 

相
談
受
付
件
数
：7
件

 

＜
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
＞

 

6
月

13
日
、

12
月

15
日

 

＜
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
担
当
者
研
修
＞

 

9
月

30
日
、

36
人

 

②
成
年
後
見
制
度
へ
の
移
行
支
援
事
業

12
基
幹
社
協
の
う
ち

5
市
社
協
（
八
幡
平

市
、
花
巻
市
、
一
関
市
、
大
船
渡
市
、
宮
古
市
）

に
成
年
後
見
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

0.
5
人
ず
つ

計
2.

5
人
を
配
置
す
る
。

 

通
年

 
移
行
支
援
者
数
：2

1
人

 

【内
訳
】 
完
了

 
6
人
（う
ち
日
自
か
ら
の
移
行

6
人
）
 

他
機
関
支
援
引
継
ぎ

 
1
人

 

取
下
げ

 
14
人

 

【参
考
】 
支
援
中

 
6
人
（う
ち
日
自
利
用
者

6
人
） 

 
③

権
利
擁
護
人
材
育
成
事
業

各
地
域
に
お
け
る
権
利
擁
護
推
進
の
た
め
、

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
の
専
門
員
・
生
活
支

4～
12
月

 

計
4
回

 

・新
任
専
門
員
研
修
会

4
月

28
日
、

13
人

 

・新
任
生
活
支
援
員
研
修
会

 
5
月

31
日
、

30
人

・専
門
員
研
修
会

9
月

2
日
、

24
人
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[地
域
福
祉
企
画
部

] 

援
員
・担
当
職
員
対
象
研
修
会
を
開
催
す
る
。

 
・専
門
員
・生
活
支
援
員
研
修
会

 
10
月

6
日
、

11
0
人

・情
報
交
換
会
：毎
月
第

3
火
曜
日
（8
月
・1

1
月
を
除
く
）

④
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
研
修
会
の
開
催

成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
普
及
啓
発
と
県
内

の
利
用
状
況
及
び
課
題
等
に
関
す
る
共
有
、
検

討
等
の
機
会
と
し
て
研
修
会
を
開
催
す
る
。

 

年
2
回

 
・市
町
村
申
立
て
支
援
講
座

9
月

30
日
、

36
名

※
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
担
当
者
研
修
と
同
日
開
催

・成
年
後
見
制
度
普
及
・権
利
擁
護
体
制
整
備
研
修

2
月

16
日
、

17
0
名

福
祉
サ
ー
ビ
ス
苦
情
解
決

事
業

 [福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営

 

適
正
化
委
員
会

] 

福
祉
事
業
所
に
お
け
る
苦
情
解
決
の
体
制
整

備
と
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
支
援
す
る
。
 

①
事
業
所
巡
回
訪
問
の
実
施

事
業
所
を
訪
問
し
、
苦
情
解
決
の
課
題
や
好

事
例
を
把
握
し
、
苦
情
解
決
体
制
の
整
備
に
向

け
た
助
言
及
び
情
報
提
供
を
行
う
。
 

4～
11
月

 
◎
事
業
所
巡
回
訪
問

40
事
業
所

40
事
業
所

 

（訪
問

29
、
オ
ン
ラ
イ
ン

11
） 

10
0％

 

②
情
報
交
換
会
の
開
催

苦
情
解
決
の
基
本
的
な
仕
組
み
を
解
説
す
る

と
と
も
に
、
事
業
所
間
の
情
報
交
換
に
よ
り
、

具
体
的
な
対
応
へ
の
理
解
を
図
る
。
 

苦
情
事
例
を
収
集
し
、
そ
の
対
応
を
事
例
検

討
す
る
こ
と
に
よ
り
事
業
所
の
苦
情
解
決
の
向

上
を
図
る
。
 

事
業
所
の
要
請
に
応
じ
て
講
師
を
派
遣
す

る
。
 

基
礎
編

 

5～
1
月
、

10
回

 

応
用
編

 

1
0
～

11
月
、

2
回

 

講
師
派
遣

 

5
回

 

◎
研
修
・講
師
派
遣

18
セ
ミ
ナ
ー

  
  

 1

情
報
交
換
会

 1
2

講
師
派
遣

  
  

5

研
修
・講
師
派
遣

20
回

 

セ
ミ
ナ
ー

1
回

情
報
交
換
会

基
礎
編

11
回

 

（オ
ン
ラ
イ
ン

0
回
）

応
用
編

2
回

 

講
師
派
遣

6
回

 

（オ
ン
ラ
イ
ン

2
回
）

11
1％

 

③
苦
情
を
考
え
る
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

事
業
所
の
苦
情
解
決
事
例
の
発
表
や
苦
情
対

応
の
講
義
を
行
い
、
苦
情
解
決
体
制
の
整
備
や

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
図
る
。
 

6
月
、

1
回

 
延
期

 
7
月

11
日
、

22
0
人

 

④
苦
情
解
決
事
業
実
施
状
況
調
査
の
実
施

福
祉
事
業
所
を
対
象
に
苦
情
解
決
の
取
組
状

況
を
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
し
、
現
状
を
把
握
す
る

と
と
も
に
課
題
を
分
析
す
る
。
 

7～
8
月

 
58

0
事
業
所

 
調
査
数

59
4
事
業
所

 

報
告
書
作
成

 

10
2％

 

⑤
苦
情
解
決
に
関
す
る
普
及
啓
発

機
関
紙
「
パ
ー
ト
ナ
ー
」
、
ポ
ス
タ
ー
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
り
利
用
者
や
福
祉
事
業
所

等
に
苦
情
解
決
に
関
す
る
情
報
提
供
を
図
る
。
 

通
年

 
パ
ー
ト
ナ
ー

9
月
号
掲
載

 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
５
月

⑥
苦
情
解
決
相
談
及
び
事
情
調
査
、
あ
っ
せ
ん

通
年

 
苦
情

41
件
、
一
般

80
件

 

⑦
苦
情
解
決
小
委
員
会
の
開
催

7
回

 
7
回

 

運
営
監
視
事
業

 

[福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営

 

適
正
化
委
員
会

] 

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
の
運
営
を
監
視
し
、

助
言
、
勧
告
を
行
う
。
 

①
運
営
監
視
小
員
会

(基
幹
社
協
定
期
報
告

)の

開
催

5
回

 
5
回

 
 

②
基
幹
社
協
現
地
調
査
の
実
施

7
回

 
7
回
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(
3
)
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
支
援

民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動

支
援
事
業

 

[地
域
福
祉
企
画
部

] 

①
相
談
支
援
活
動
の
支
援
に
向
け
た
研
修
事
業

の
充
実

 〇
 主
任
児
童
委
員
研
修
会
の
開
催

 
年

2
回

 
◎

40
0
人

W
E
B
併
用
で
２
回
分
を
１
回
で
開
催
、

9
月

27
日
、

19
1
人

 
48
％

 

 〇
 会
長
・副
会
長
研
修
会
の
開
催

 
4
会
場
で
年

1
回

 
◎

60
0
人

4
会
場
を

1
会
場
に
変

更
 

1
月

19
日
、

20
日
、

21
5
人

 
36
％

 

 〇
 新
任
民
生
委
員
児
童
委
員
研
修
の
実
施

 

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
作
成
、
配
布

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
作
成
・配

布

新
任
民
生
委
員
児
童
委
員
研
修
の
実
施
（市
町
村
ご
と
に
開
催
）

－
 

 〇
 民

生
委
員
等
を
対
象
と
し
た
相
談
事
業
研
修

会
の
開
催

 

年
1
回

 
◎

15
0
人

7
月

8
日
、

78
人

 
52
％

 

②
被
災
地
民
児
協
活
動
支
援

〇
 被
災
地
民
児
協
訪
問
支
援

 
5
市
町
村

 
11
月

2
日
宮
古
市
、

11
月

4
日
大
船
渡
市
、

 

11
月

18
日
大
槌
町
、

2
月

14
日
釜
石
市

 

80
％

 

(
4
)
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
支
援
と
災
害
時
対
応
体
制
の
整
備

東
日
本
大
震
災
被
災
者
生

活
支
援
事
業

 

[地
域
福
祉
企
画
部

] 

①
資
質
向
上
の
た
め
の
研
修
の
実
施

生
活
支
援
相
談
員
の
配

置
67
人
（う
ち

3
人
を
県

社
協
に
配
置
）
 

◎
地
域
支
援
活
動
拠
点

11
か
所

生
活
支
援
相
談
員
の
配
置

62
人
（う
ち
県
社
協

3
人
、

3
月
末
現
在
） 

地
域
見
守
り
支
援
拠
点

 
10
か
所

 

93
％

 

91
％

 

 〇
 新
任
研
修
会

 
4
月
、

7
月

 
4
月

25
日
、

22
人

 
 

6
月

20
日
、

32
人

 

 〇
 現
地
事
例
検
討
会

 
6
回

 
陸
前
高
田
市
：8
月

3
日
、

18
人

 
 
宮
古
市
：8
月

4
日
、

30
人

釜
石
市
：9
月

26
日
、

13
人

 
 

 
 
山
田
町
：9
月

27
日
、

26
人

大
船
渡
市
：1

1
月

14
日
、

17
人

 
 
大
槌
町
：1

1
月

15
日
、

16
人

 〇
 生
活
支
援
相
談
員
活
動
研
究
会

 
11
月

 
10
月

31
日
、

43
人

 
 

11
月

1
日
、

30
人

 

 〇
 フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
研
修
会

 
年

3
回

 
5
月

25
日
、

21
人

 
 

6
月

10
日
、

20
人

 
 

7
月

1
日
、

20
人

 

 〇
 地
域
を
つ
な
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
研
修
会

 
年

2
回

 
9
月

2
日
、

22
人

 
 

12
月

5
日
、

21
人

 

 〇
 支
え
合
い
マ
ッ
プ
取
組
勉
強
会

 
年

3
回

 
7
月

11
日
、

29
人

 
 

10
月

4
日
、

23
人

 
 

3
月

1
日
、

45
人

 
（ご

近
所
福
祉
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ロ
ン
） 

 〇
 地
域
見
守
り
支
援
拠
点
情
報
交
換
会

 
年

1
回

 
10
月

22
日
、

27
人

 

 〇
 リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ス
等
情
報
交
換
会

 
年

2
回

 
10
月

22
日
、

26
人

 
 
１
月

27
日
、

24
人

 

 〇
 生
活
支
援
相
談
員
担
当
課
長
等
会
議

 
年

1
回

 
2
月

14
日
、

16
人

 

②
調
査
研
究

 〇
 被
災
者
実
態
調
査
委
員
会
の
開
催

 
年

4
回

 
7
月

19
日
、

10
月

25
日
、

12
月

15
日
、

2
月

21
日

 

③
情
報
発
信

 〇
 活

動
実
績
の
取
り
ま
と
め
及
び
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ

ー
の
発
行
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
の
情
報
発
信

 

通
年

 
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー

9
回
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

32

〇
 事
例
集
発
行

 
年

1
回

 
3
月
発
行

 

災
害
復
興
基
金
事
業

 
①
災
害
復
興
基
金
の
造
成

復
興
支
援
活
動
を
長
期
に
支
援
す
る
た
め
、
寄

付
金
等
を
災
害
復
興
基
金
に
繰
り
入
れ
て
基
金

の
増
額
を
図
る
。

  

通
年

 
20

0
万
円

 
12

7
件

 
2,

86
6,

32
8
円

 
14

3％
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[総
務
部

] 

②
被
災
者
支
援
活
動
へ
の
助
成

本
会
と
市
町
村
社
協
が
行
う
東
日
本
大
震
災

被
災
者
支
援
活
動
及
び
他
の
災
害
に
係
る
支
援

活
動
に
基
金
か
ら
助
成
す
る
。

 

通
年

 
1,

00
0
万
円

 
3,

43
8,

97
0
円

 

【内
訳
】 

市
町
村
社
協

  
1
件

 1
38

,0
00
円

 

県
社
協

 
 

 
 

 
  

3,
30

0,
97

0
円

 

34
％

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
事
業
（災
害
発
生
時
）

[地
域
福
祉
企
画
部

] 

①
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
研
修
会

の
開
催

年
1
回

 
3
月

23
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
、

9
人

 

②
災
害
発
生
時
の
県
社
協
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
立
上

随
時

 
8
月

7
日
～

8
月

31
日

 

③
災
害
発
生
時
の
市
町
村
社
協
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
支
援

随
時

 
8
月

7
日
～

8
月

31
日

 

④
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
運
営
研
修

等
支
援
事
業
の
実
施

通
年

 

 〇
 市
町
村
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
支
援

 
9
か
所

 

 〇
 
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
運
営
訓

練
 

9
か
所

 

災
害
時
広
域
支
援
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
（
災
害
派
遣
福
祉
チ
ー

ム
）推
進
事
業

[福
祉
経
営
支
援
部

] 

①
岩
手
県
災
害
派
遣
福
祉
チ
ー
ム
派
遣
体
制
の

強
化

◎
チ
ー
ム
員
登
録
数

30
0
人
以
上
確
保

チ
ー
ム
員
登
録
数

 
28

3
人

94
％

 

 〇
 
本
部
、
チ
ー
ム
員
、
派
遣
元
施
設
等
と
の
連

絡
体
制
の
強
化

 

平
時
の
連
絡
発
信

 

 〇
 マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
く
連
絡
訓
練
の
実
施

 
通
常
連
絡
訓
練
に
加

え
、
災
害
等
の
発
生
に

応
じ
実
施

 

9
月

8
日
、

10
月

14
日
、

11
月

25
日

 
ほ
か

 

 〇
 局
内
に
お
け
る
派
遣
初
動
訓
練
の
実
施

 
9
月

8
日
、

10
月

14
日
、

11
月

25
日

 
ほ
か

 

②
チ
ー
ム
員
の
養
成

 〇
 新
規
募
集

 
6
月

 
30
人

 
10
月

15
日
、
登
録
者

10
人

 
33
％

 

 〇
 登
録
研
修
の
実
施

 
7
月

 
30
人

 
10
月

14
日
、

15
日
、

10
人

 
33
％

 

 〇
 ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
１
の
実
施

 
8
月

 
30
人

 
9
月

8
日
～

10
日
、

9
人

 
30
％

 

 〇
 ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
２
の
実
施

 
10
月

 
30
人

 
11
月

25
日
～

27
日
、

9
人

 
30
％

 

 〇
 災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
（Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
）、
災
害

 

派
遣
精
神
医
療
チ
ー
ム

(Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｔ

)、
保
健
師
チ

ー
ム
と
の
合
同
研
修
の
実
施
【新
規
】
 

年
1
回

 

10
月

29
日
、

12
人

 
※
県
総
合
防
災
訓
練

 

 〇
 社
会
福
祉
施
設
に
お
け
る
事
業
継
続
計
画

 

(Ｂ
Ｃ
Ｐ

)の
策
定
に
係
る
研
修
の
実
施
【
新
規
】 

年
1
回

 
7
月

27
日
、

65
法
人

12
8
人
（う
ち
福
祉
チ
ー
ム

5
法
人

10
人
） 

 〇
 圏
域
ご
と
の
研
修
会
等
の
開
催
【新
規
】 

6
圏
域
で
年

1
回

 
圏
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

3
名
配
置

 

③
チ
ー
ム
検
討
部
会
の
開
催
（県
主
催
）

年
3
回
程
度

 
書
面
開
催

 

④
チ
ー
ム
員
連
絡
協
議
会
の
開
催
（
県
主
催
）

年
5
か
所
程
度

 
開
催
な
し

 

社
会
福
祉
施
設
等
応
援
職

員
派
遣
調
整
事
業

 

[福
祉
経
営
支
援
部

] 

介
護
施
設
及
び
障
が
い
福
祉
施
設
で
働
く
職
員

等
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
感
染
等
す
る

こ
と
に
よ
り
、
職
員
が
不
足
す
る
施
設
等
に
他
の
施

設
か
ら
応
援
職
員
を
派
遣
す
る
。

 

通
年

 
※
感
染
者
発
生
施
設
へ
職
員

を
派
遣
し
職
員
が
不
足
す
る

施
設
へ
の
応
援
と
し
て
実
施

す
る
も
の

登
録
：6

0
施
設
、

10
4
人

 

介
護

 
 

37
施
設
、

69
人

 

障
が
い

 
23
施
設
、

35
人

 

派
遣
な
し
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２
 
住
民
の
福
祉
活
動
の
振
興

 

事
業
名

 
事
業
概
要

 
時
期
等

 
達
成
目
標

 
（
◎
は
評
価
指
標
）

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
 

(延
期
、
縮
小
、
中
止
等
の
別
) 

実
績
・
成
果
等

 
達
成
率

 

(
1
)
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
振
興
と
福
祉
教
育
の
推
進

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
事
業
（通
常
時
）

①
住
民
相
互
に
支
え
合
う
機
運
の
醸
成
及
び
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
拡
充

〇
 県
内
に
お
け
る
福
祉
教
育
メ
ニ
ュ
ー
の
展
開

 

「福
祉
教
育
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」を
基
に
、
具
体

的
な
福
祉
教
育
メ
ニ
ュ
ー
を
実
施
す
る
市
町
村

社
協
に
対
し
て
助
成
を
実
施
す
る
。

 

通
年

 
◎
福
祉
教
育
メ
ニ
ュ
ー

2

つ

西
和
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会
、

50
,0

00
円

 
50
％

 

〇
 暮
ら
し
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
集
い
開
催

 

各
地
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
及
び
そ
の
関
係
者
が

 

集
い
、
情
報
交
換
や
交
流
を
通
じ
て
、
ボ
ラ
ン
テ

 

ィ
ア
活
動
の
充
実
を
図
る
。

 

年
1
回

 
3
月

16
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
、

72
人

 

〇
 ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

in
い
わ
て
の
実
施

 

社
協
、
福
祉
施
設
等
か
ら
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を

 

紹
介
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加
機
会
を

 

提
供
す
る
。

 

6～
1
月

 
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
数

10
0

以
上

 

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
数

23
 

23
％

 

〇
 ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
出
前
講
座
の
実
施

 

県
内
の
企
業
・団
体
等
か
ら
の
要
望
に
応

 

じ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る
講
話
や
キ
ャ
ッ
プ

ハ
ン
デ
ィ
体
験
等
の
講
座
を
実
施
す
る
。

通
年

 
実
施
回
数

20
回

 
5
回
、

41
3
人

 
25
％

 

②
社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

(V
C

)の
役
割
の

明
確
化
及
び
機
能
強
化

 〇
 各
社
協

V
C
の
現
状
を
確
認
し
、
取
組
状
況

を
整
理
し
た
上
で
、
社
協

V
C
の
役
割
や
機
能

の
明
確
化
を
図
る
。

 

通
年

 

〇
 ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
研
究
会
の
開
催

 

市
町
村
社
協
職
員
が
集
ま
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
テ
ー
マ
に
経
験
を
持
ち
寄
り
、
意
見
を
交
わ
し

な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
方
向
性
を
確
認
す
る
。

 

年
1
回

 
7
月

15
日
、

19
人

 

〇
 広
報
研
修
会
の
開
催

 

 
 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
す
る

SN
S
や
広
報

紙
等
を
活
用
し
た
有
効
的
な
情
報
発
信
に
つ
い

て
学
ぶ
こ
と
を
目
的
に
開
催
す
る
。

 

年
1
回

 
3/

14
、
オ
ン
ラ
イ
ン
、

23
人

 

※
い
わ
て
“お

げ
ん
き
”み
ま
も
り
シ
ス
テ
ム
研
究
会
と
併
催

③
社
協

V
C
の
広
報
力
強
化

〇
 ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
る
情
報
発
信

 
通
年

 
助
成
金
、
関
係
団
体
行
事
等
を
随
時
発
信

 

〇
 ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
改
修

 
通
年

 

④
そ
の
他

〇
 企
画
委
員
会
の
開
催

 
年

2
回

 
第

1
回
：3
月

1
日
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[地
域
福
祉
企
画
部

] 

〇
 運
営
委
員
会
の
開
催

 
年

2
回

 
第

1
回
：1

1
月

22
日

  
2
回
：3
月

30
日

 

〇
 岩
手
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
連
絡
協
議
会
の
運

 

営
 

総
会

1
回

 
6
月

24
日
、

30
人

 

〇
 い
わ
て
車
い
す
フ
レ
ン
ズ
支
援
事
業

 

修
理
講
習
会
を
開
催
す
る
な
ど
し
、
工
業
高
校

生
が
車
い
す
を
修
理
し
海
外
へ
寄
贈
す
る
取
組

を
支
援
す
る
。

 

年
1
回

 

助
成

1
回

 

整
備
技
術
講
習
会
、

5
校

 

助
成
金
交
付
：3
校

 

〇
 ス
ノ
ー
バ
ス
タ
ー
ズ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
事
業

 

各
市
町
村
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
や
、
障
が

い
者
等
の
冬
季
間
の
雪
か
き
を
支
援
す
る
。

 

助
成

1
回

 
活
動
助
成
金
交
付
：8
市
町
村

10
バ
ス
タ
ー
ズ
、

22
50

00
円

 

○
地
域
で
育
む
福
祉
教
育
推
進
事
業

児
童
や
地
域
住
民
が
地
域
福
祉
課
題
に
着

目
し
、
共
に
課
題
解
決
に
向
け
た
取
組
を
進

め
る
こ
と
に
よ
り
福
祉
意
識
を
高
め
る
活
動
を

支
援
す
る
。

年
１
回

 

助
成
１
回

 

助
成
金
交
付
先
：１
市
町
村

1
活
動

50
，

00
0
円

 

(
2
)
情
報
発
信
機
能
の
強
化

機
関
紙
発
行
事
業
及
び
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
る
情
報

発
信
事
業

 

[総
務
部

] 

①
機
関
紙
「パ
ー
ト
ナ
ー
」の
発
行

社
会
福
祉
に
関
す
る
情
報
や
本
会
を
は
じ
め

会
員
施
設
や
市
町
村
社
協
の
活
動
紹
介
な
ど
、

見
や
す
く
分
か
り
や
す
い
機
関
紙
発
行
に
努
め

る
。

 

年
6
回

 
6
回
発
行

 

②
本
会
が
実
施
す
る
事
業
等
の
情
報
を
、
新
聞
、

テ
レ
ビ
等
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
対
し
提
供
す
る
。

通
年

 
随
時

 

③
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
る
情
報
発
信

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
随
時
見
直
し
す
る
と
と
も
に
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
情
報
提
供
ツ

ー
ル
の
導
入
を
検
討
す
る
。

 

通
年

 
◎
ア
ク
セ
ス
数
年
間

19

万
回
以
上

ア
ク
セ
ス
数

 1
5.

9
万
回

対
前
年
度
同
期
比

 
17
％
減

84
％

 

３
 
福
祉
人
材
の
養
成
と
確
保

 

事
業
名

 
事
業
概
要

 
時
期
等

 
達
成
目
標

 
（
◎
は
評
価
指
標
）

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
 

(延
期
、
縮
小
、
中
止
等
の
別
) 

実
績
・
成
果
等

 
達
成
率

 

(
1
)
福
祉
人
材
の
養
成
と
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
支
援

社
会
福
祉
従
事
者
等
研
修
・

資
格
取
得
講
座

 

社
会
福
祉
従
事
者
と
し
て
の
心
構
え
や
資
質
を

高
め
る
と
と
も
に
、
現
場
実
践
に
必
要
な
基
礎
知
識
・

技
術
等
の
向
上
や
国
家
資
格
等
取
得
の
た
め
の
講

習
に
よ
り
、
県
内
の
質
の
高
い
専
門
的
な
福
祉
人
材

の
養
成
を
図
る
。

 

①
福
祉
従
事
者
新
任
職
員
研
修
会
の
開
催

7
月

 
◎

1
2
0
人

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

7
月

5
日
、

6
日
、

11
5
人

 
96
％
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[福
祉
人
材
研
修
部

] 

染
症
感
染
防
止
の
た
め
、
受

講
定
員
を

1
5
0
人
か
ら
減
員

 

②
福
祉
従
事
者
リ
ー
ダ
ー
職
員
研
修
会
の
開
催

1
0
月

 
◎

1
0
0
人

10
月

27
日
、

28
日
、

64
人

 
64
％

 

③
介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
受
講
試
験
準
備

講
習
会
の
開
催

8
月

1
9
～

2
0
日

 
◎

4
0
人

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催

8
月

19
日
、

20
日
、

21
人

 
53
％

 

④
社
会
福
祉
施
設
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修
の
開

催

1
2
月

10
日

 

1
月

26
日

 

◎
2
0
0
事
業
所

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

12
月

10
日
、

27
事
業
所

 

1
月

26
日
、

55
事
業
所

 

41
％

 

介
護
職
員
等
医
療
的
ケ
ア
研

修
事
業

 

[福
祉
人
材
研
修
部

] 

①
介
護
職
員
等
医
療
的
ケ
ア
研
修
指
導
者
養
成

講
習 介
護
職
員
等
が
た
ん
の
吸
引
等
を
実
施
す
る

た
め
必
要
な
研
修
（基

本
研
修
・
実
地
研
修

)の
講

師
及
び
そ
の
指
導
者
を
養
成
す
る
。

 

8～
12
月

 
30
人
程
度

 
※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
感
染
防
止
の
た
め
、
受
講

定
員
を

50
人
か
ら
減
員

修
了
者

22
人

 
73
％

 

②
介
護
職
員
等
医
療
的
ケ
ア
研
修
（
第
一
号
・
第

二
号
研
修
）

介
護
施
設
及
び
居
宅
等
に
お
い
て
、
利
用
者

に
対
し
、
安
全
か
つ
適
切
に
喀
痰
吸
引
等
を
実
施

で
き
る
介
護
職
員
等
を
養
成
す
る
。

 

7～
12
月

 
◎

14
0
人
程
度

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
感
染
防
止
の
た
め
、
受
講

定
員
を

25
0
人
か
ら
減
員

一
部
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

 
修
了
者

12
0
人
（実
地
研
修
未
終
了
者

1
人
） 

人
工
呼
吸
器
装
着
者
を
対
象
と
す
る
演
習
の
実
施

 

講
義
及
び
演
習
終
了
者
の
実
地
研
修
終
了
後
の
合
否
判
定

 

86
％

 

 〇
 
実
務
者
研
修
等
修
了
者
対
象
の
実
地
研
修

を
受
け
入
れ
る
。

 

9～
12
月

 
11

0
人
程
度

 
修
了
者

10
9
人
（実
地
研
修
未
終
了
者

2
人
） 

講
義
及
び
演
習
終
了
者
の
実
地
研
修
終
了
後
の
合
否
判
定

 

99
％

 

③
介
護
職
員
等
医
療
的
ケ
ア
研
修
事
業
（
第
三
号

研
修
）

障
が
い
者
（
児
）
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
や
居
宅
に

お
い
て
、
特
定
の
者
を
対
象
に
適
切
に
喀
痰
吸

引
等
を
実
施
で
き
る
介
護
職
員
等
を
養
成
す
る
。

 

8～
12
月

 
10
人
程
度

 
修
了
者

10
人

 

講
義
及
び
演
習
終
了
者
の
実
地
研
修
終
了
後
の
合
否
判
定

 

10
0％

 

福
祉
人
材
確
保
等
貸
付

事
業

 

①
介
護
福
祉
士
修
学
資
金
貸
付
等
事
業

介
護
福
祉
士
・
社
会
福
祉
士
の
資
格
の
取
得

を
目
指
す
学
生
や
介
護
福
祉
士
実
務
者
養
成
施

設
に
在
学
す
る
者
に
対
し
、
修
学
資
金
を
貸
し
付

け
る
。

 

ま
た
、
介
護
人
材
の
養
成
と
確
保
を
図
る
た

め
、
離
職
者
が
再
就
職
す
る
た
め
の
準
備
に
必
要

な
費
用
を
貸
し
付
け
、
他
業
種
で
働
い
て
い
た
者

等
の
介
護
職
へ
の
参
入
促
進
の
た
め
、
一
定
の

研
修
を
終
了
し
た
者
に
対
し
、
新
た
に
介
護
等
の

分
野
に
就
職
す
る
際
に
必
要
な
費
用
を
貸
し
付
け

る
。

 

4
月

 
介
護
福
祉
士
・
社
会
福

祉
士
修
学
資
金
、
福
祉

系
高
校
修
学
資
金

 

通
年

 
介
護
福
祉
士
実
務
者
研

修
受
講
資
金
、
再
就
職

準
備
金
、
介
護
分
野
就

職
支
援
金
、
障
害
福
祉

分
野
就
職
支
援
金

 

◎
15
5
件

介
護
・
社
福
修
学
  
50

福
祉
系
高
校
修
学
  
 5

実
務
者
研
修
 

 6
0 

再
就
職
準
備
金
 

 1
0 

介
護
分
野
  
 

 1
0 

障
害
福
祉
分
野
 

 1
0 

◎
11
5
件

介
護
福
祉
士
・

社
会
福
祉
士
修
学
 
  
52

件
 

福
祉
系
高
校
修
学
 
 
15

件
 

介
護
福
祉
士
実
務
者
 
43

件
 

再
就
職
準
備
金
 

 4
件
 

介
護
分
野
 
 

 1
件
 

障
害
福
祉
分
野
 

 0
件
 

74
％

 

②
保
育
士
修
学
資
金
貸
付
事
業

保
育
士
修
学
資
金
の
ほ
か
、
「
保
育
所
等
へ
の

就
職
準
備
金
」
及
び
「
未
就
学
児
を
持
つ
保
育
士

の
子
ど
も
の
預
か
り
支
援
事
業
の
利
用
料
金
」
を

貸
し
付
け
、
岩
手
県
で
保
育
士
業
務
に
従
事
す
る

4
月

 
修
学
資
金

 

通
年

 
就
職
準
備
金
、
未
就
学

児
 

◎
43

件
保
育
修
学
  
  
  
  
40

(沿
岸
希
望
枠

15
を
含
む
)

就
職
準
備
金
 

 2
 

未
就
学
児
 

 1
 

◎
30

件

保
育
修
学
 
 
29

件
 

一
般
枠
 
 
25

件
 

沿
岸
枠
  

 
4
件
 

就
職
準
備
 

1
件
 

70
％
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[福
祉
経
営
支
援
部

] 

者
の
養
成
・
確
保
や
、
保
育
士
の
就
職
・
就
労
支

援
を
図
る
。

 

未
就
学
児
 

0
件
 

③
ひ
と
り
親
家
庭
高
等
職
業
訓
練
促
進
資
金
貸
付

事
業
（8
ペ
ー
ジ
を
参
照
）

④
児
童
養
護
施
設
退
所
者
等
に
対
す
る
自
立
支

援
資
金
貸
付
事
業
（8
ペ
ー
ジ
を
参
照
）

(
2
)
福
祉
人
材
の
確
保
と
マ
ッ
チ
ン
グ
の
強
化

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
運
営
事

業
 

①
無
料
職
業
紹
介
事
業
の
実
施

 〇
 無
料
職
業
紹
介
事
業
・相
談
業
務

 
◎
採
用
者
数

 年
15

0
人

14
1
人

 
94
％

 

 〇
 福
祉
人
材
情
報
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
求
人
・求
職

の
登
録
及
び
あ
っ
せ
ん
・情
報
提
供
業
務

 

 〇
 
岩
手
労
働
局
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）
・
介
護
労
働

安
定
セ
ン
タ
ー
等
関
係
機
関
・団
体
と
の
連
携

 

い
わ
て
で
働
こ
う
推
進
協
議
会
（6
月

9
日
、

11
月

21
日
、

2
月

14
日
） 

い
わ
て
就
職
氷
河
期
世
代
活
躍
支
援
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
担
当
者
会
議
（
6

月
27
日
） 

介
護
労
働
懇
談
会
（1

0
月

27
日
） 

 〇
 
紹
介
就
職
者
に
対
す
る
雇
用
開
発
助
成
金

の
取
扱
い

 

申
請

 
6
件

 

 〇
 
離
職
し
た
介
護
福
祉
士
等
（
保
育
士
を
含

む
。
）届
出
登
録
と
情
報
発
信

 

介
護
福
祉
士
等
登
録
者

15
9
人

 

②
広
報
・啓
発
事
業

 〇
 ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情
報
発
信

 
通
年

 
毎
週
月
曜
日
求
人
一
覧
表
を
掲
載
ほ
か
、
随
時
情
報
発
信

 

 〇
 
求
人
情
報
誌
、
福
祉
の
お
仕
事
シ
ス
テ
ム
か

ら
の
メ
ー
ル
配
信
、
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
及
び
ウ
ェ

ブ
広
告
の
活
用
、
求
職
者
向
け

P
R
動
画
の
制

作
・活
用

 

年
3
回
程
度

 
情
報
紙
游
悠

1
回
（7
月

14
日
号
）
 

リ
ス
テ
ィ
ン
グ
広
告

1
回

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
広
告

2
回

人
材
セ
ン
タ
ー
近
隣
へ
の
チ
ラ
シ
の
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ

1
回

③
人
材
確
保
・育
成
事
業

 〇
 
「
介
護
・
保
育
・
福
祉
の
就
職
相
談
会
」
の
開

催
 

7
月

30
日
、

 

11
月

1
9
日

 

参
加
者

15
0
人

 
7
月

30
日
、

53
事
業
所
、

81
人

 

11
月

19
日
、

13
6
事
業
所
、

19
1
人

 

18
1％

 

 〇
 社

会
福
祉
施
設
等
巡
回
訪
問

 
8～

12
月

 
5～

10
か
所
程
度

 
10
か
所

 
10

0％
 

 〇
 
「
い
わ
て
就
職
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ェ
ア
（
ふ
る
さ
と

い
わ
て
定
住
財
団
主
催
）」
へ
の
参
加

 

5、
8、

11
、

2、
3
月

 
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ェ
ア
参
加

（4
月

28
日
、

8
月

12
日
、

3
月

18
日
）

マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ェ
ア
（第

2
回
「介
護
・保
育
・福
祉
の
就
職
相
談
会
」と
の

併
催
）（

11
月

19
日
）

 〇
 
岩
手
労
働
局
、
県
内
各
地
域
（
自
治
体
等
）

が
主
催
す
る
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
へ
の
参
加

 

通
年

 
54
回

 

 〇
 福

祉
の
し
ご
と
紹
介
事
業
〔
出
前
講
座
〕
の
実

施
（対
象
：小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
） 

5～
2
月

 
年
間

15
校

 
12
校
、

36
4
人

 
80
％

 

 〇
 
高
等
学
校
進
路
指
導
部
会
及
び
福
祉
養
成

校
等
へ
の
出
張
説
明
会
の
開
催

 

随
時

 
岩
手
県
立
大
学
、
盛
岡
大
学

 
各

1
回

 

※
高
等
学
校
進
路
指
導
部
会
に
は
資
料
配
布

④
会
議
の
開
催

－ 18 －



[福
祉
人
材
研
修
部

] 

 〇
 福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会

 
7
月
、

2
月

 
第
１
回
（8
月

4
日
） 

第
2
回
（2
月

15
日
） 

〇
 福
祉
人
材
養
成
関
係
機
関
等
連
絡
会
議

 
10
月

 
実
施
方
法
を
変
更
し
、
福
祉
系
学
校
の
一
戸
高
校
、
北
日
本
医
療
福
祉

専
門
学
校
、
岩
手
県
立
大
学
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施

 

〇
 
北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
福
祉
人
材
セ
ン
タ

ー
・
福
祉
人
材
バ
ン
ク
連
絡
会
議
、
ブ
ロ
ッ
ク
別

マ
ッ
チ
ン
グ
機
能
強
化
研
修
【新
規
】

11
月

 
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
連
絡
会
議
（1

1
月

25
日
、

22
人
） 

マ
ッ
チ
ン
グ
機
能
強
化
研
修
（2
月

2
日
）

介
護
人
材
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援

事
業

 [福
祉
人
材
研
修
部

] 

キ
ャ
リ
ア
支
援
員
を
配
置
し
介
護
の
人
材
確
保
・

定
着
を
図
る
た
め
、
求
職
者
へ
の
相
談
支
援
や
福

祉
施
設
・事

業
所
へ
の
助
言
等
の
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援

事
業
を
実
施
す
る
。

 

◎
求
人
求
職
マ
ッ
チ
ン
グ

数
（※
） 1

00
人

※
本
会
が
求
人
求
職
相
談

に
対
応
し
、
採
用
と
な
っ
た

人
数

求
職
相
談
者
数

 1
,0

00
人

 

マ
ッ
チ
ン
グ
数

22
6
人

求
職
相
談
者
数

1,
83

5
人

 

22
6％

 

18
4％

 

 〇
 県

内
６
圏
域
に
キ
ャ
リ
ア
支
援
員
７
人
を
配
置

し
て
の
求
人
求
職
マ
ッ
チ
ン
グ
の
実
施

 

〇
 
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
等
で
の
定
期

出
張
相
談
の
実
施

 

43
か
所
で

 

月
間

63
回
以
上

 

県
内

48
か
所
、

55
4
回
（月
平
均

46
.1
回
） 

〇
 
商
業
施
設
、
イ
ベ
ン
ト
等
で
の
臨
時
相
談
会

の
開
催

 

随
時

 
21
回

 

〇
 情
報
紙
「エ
ー
ル
」の
発
行
（1
回

15
00
部
） 

年
3
回

 
8
月
、

11
月
、

2
月

 
3
回
発
行

 

〇
 介
護
の
お
し
ご
と
職
場
体
験

 
4～

3
月

 
体
験

80
件
、

 

就
職
率

50
％

 

一
部
受
入
中
止
・不
可

の
事
業
所
あ
り

 

体
験

39
件

 

就
職
率

58
.9
％
（就
職

23
人
） 

49
％

 

11
8％

 

〇
 潜
在
有
資
格
者
再
就
職
支
援
講
座
の
開
催

 
年

8
回

 
8
回
、

43
人

 

〇
 介
護
の
職
場
見
学
会
の
開
催

 
年

5
回

 
5～

10
人
（各
回
） 

計
画

5
回
中

1
回
中

止
 

4
回
、

16
人

 
80
％

 

〇
 小
規
模
介
護
事
業
所
就
職
面
談
会
の
開
催

 
年

7
回

 
7
回
、

46
事
業
所
、

84
人

 

〇
 小
規
模
事
業
所
合
同
研
修
会
の
開
催

 
年

27
回

 
27
回
、

16
5
事
業
所
、

44
2
人

 

〇
 
介
護
カ
フ
ェ
（
介
護
の
し
ご
と
悩
み
相
談
会
）

の
開
催

 

年
8
回

 
8
回
、

 
41
人

 

〇
 介
護
入
門
研
修
会
の
開
催

 
年

4
回

 
10
人
（各
回
） 

4
回
、

24
人

 
60
％

 

保
育
士
・
保
育
所
支
援
セ
ン

タ
ー
保
育
士
人
材
確
保
事
業

①
求
人
求
職
に
係
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置

し
求
人
求
職
マ
ッ
チ
ン
グ
を
実
施
す
る
。

◎
求
人
求
職
マ
ッ
チ
ン
グ

数
（※
） 7

0
人

※
本
会
が
求
人
求
職
相
談
に

対
応
し
、
採
用
と
な
っ
た
人

数

マ
ッ
チ
ン
グ
数

 
 

11
0
人

紹
介
状

 
 

 
55
人

 

自
己
応
募

 
 5

5
人

 

15
7％

 

 〇
 相

談
支
援

(見
学
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
含
む
。
） 

求
人
・求
職
登
録

 

相
談
件
数

 1
,1

51
件

 

求
人
登
録

 2
24
件

(3
62
人

)、
求
職
登
録

13
6
人
、
届
出
登
録

84
人

 

〇
 
県
内
保
育
所
訪
問
・
自
治
体
等
訪
問
（
同
行

見
学
を
含
む
。
） 

年
35
回

 
同
行
見
学
を
優
先
実

施
 

44
回
：関
係
機
関

4
回
、
事
業
所
訪
問

22
回
、
同
行
見
学

18
回

 

〇
 ほ
い
く
し
カ
フ
ェ
等
イ
ベ
ン
ト
の
実
施

 
年

2
回

 
一
部
中
止

 
2
回
、
延
べ

10
人
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[福
祉
人
材
研
修
部

] 

〇
 ほ
い
く
の
し
ご
と
出
張
相
談
の
実
施

 
年

50
回

 
64
回
、
延
べ

64
人

 

②
広
報
・周
知

〇
 新
聞
・情
報
誌
等
へ
の
掲
載

 
年

12
回
以
上

 
20
回

(情
報
紙
悠
々
：6
月

28
日
号
、
県
南
エ
リ
ア
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ

1
回
、

リ
ス
テ
ィ
ン
グ
広
告

2
回
、
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
広
告

1
回
、
自
治
体
広
報

27

回
)

セ
ン
タ
ー
事
業
周
知
の
た
め
の
ポ
ス
タ
ー
・リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

③
説
明
会
等
の
実
施

 〇
 介

護
・
保
育
・
福
祉
の
就
職
相
談
会

 
保
育
コ

ー
ナ
ー
で
の
就
職
説
明
会

 

7
月

30
日
、

11
月

19
日

 

〇
 養
成
機
関
等
で
の
就
職
説
明
会

 
要
請
な
し

 

④
研
修
に
よ
る
保
育
士
人
材
の
確
保
や
質
の
向

上
及
び
定
着
促
進
を
図
る
。

 〇
 
新
任
保
育
士
（
就
業
継
続
支
援
）
研
修
の
実

施
 

年
1
回

 
10

0
人

 
開
催
方
法
の
変
更

 
9
月

15
日
、

58
人

(対
面
式

23
人
、
オ
ン
ラ
イ
ン

35
人

) 
58
％

 

〇
 潜
在
保
育
士
再
就
職
支
援
研
修
の
実
施

 
年

3
回

 
40
人

 
9
月

26
日
、

10
月

20
日
、

11
月

24
日
、

32
人

 
80
％

 

(
3
)
退
職
共
済
制
度
の
適
正
運
営
と
福
利
厚
生
事
業
の
充
実

民
間
社
会
福
祉
事
業
職
員

共
済
事
業

 

[総
務
部

] 

財
政
運
営
の
健
全
化

 

積
立
水
準
回
復
計
画
に
基
づ
き
責
任
準
備
金
率

を
改
善
す
る
と
と
も
に
、
共
済
契
約
者
及
び
会
員
に

対
し
財
政
状
況
等
を
定
期
的
に
報
告
し
、
共
済
事

業
の
安
定
的
な
運
営
を
図
る
。

 

通
年

 
◎
責
任
準
備
金
率

77
.0

0％
 

責
任
準
備
金
率

 
74

.8
2％

 

（年
間
運
用
目
標

3％
） 

運
用
実
績
（信
託
報
酬
控
除
前
）
 

三
資
産
バ
ラ
ン
ス

 -
4.

14
％

 

パ
ッ
シ
ブ

 
 

 
 
 -

0.
15
％

 

97
％

 

福
利
厚
生
セ
ン
タ
ー
受
託
事

業
 

[総
務
部

] 

①
会
員
の
拡
大

未
加
入
事
業
所
へ
の
加
入
の
働
き
か
け
を
強

化
し
、
会
員
の
拡
大
を
図
る
。

 

通
年

 
◎

80
人
以
上

会
員
増
員
数

 
24
人

 

広
報
紙
パ
ー
ト
ナ
ー
へ
の
広
告
掲
載

 

福
利
厚
生
セ
ン
タ
ー
本
部
と
の
合
同
個
別
訪
問

(W
E
B
) 

30
％

 

②
新
規
事
業
の
開
発

会
員
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
魅
力
あ
る
新
規
事

業
を
開
拓
す
る
。

 

通
年

 
新
規
メ
ニ
ュ
ー

1
事
業
以

上
 

「
ホ
ー
ム
で
い
わ
て
グ
ル
ー
ジ
ャ
盛
岡
を
応
援
し
よ
う
！

J2
リ
ー
グ
サ
ッ
カ

ー
観
戦
」を
新
た
に
開
催

 

10
0％

 

４
 
社
会
福
祉
事
業
経
営
の
支
援

 

事
業
名

 
事
業
概
要

 
時
期
等

 
達
成
目
標

 
（
◎
は
評
価
指
標
）

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
 

(延
期
、
縮
小
、
中
止
等
の
別
) 

実
績
・
成
果
等

 
達
成
率

 

(
1
)
社
会
福
祉
事
業
経
営
の
支
援

障
が
い
者
就
労
・
社
会
参

加
支
援
事
業

 

障
が
い
者
就
労
継
続
支
援
事
業
所
に
対
し
、
施

設
外
就
労
の
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
や
自
主
生
産
製
品

の
販
売
、
販
路
・
業
務
受
注
拡
大
な
ど
の
支
援
を
行

う
と
と
も
に
、
事
業
所
内
で
の
意
識
醸
成
、
企
業
等

へ
の
障
が
い
者
就
労
に
関
す
る
普
及
・
啓
発
な
ど
、

総
合
的
・多
面
的
な
支
援
を
行
う
。

 

岩
手
県
内
の
平
均
工
賃

の
向
上

 

※
第

4
期
岩
手
県
障
が

い
者
工
賃
向
上
計
画
の

目
標
額

 
19

,5
97
円

令
和

3
年
平
均
工
賃

19
,7

13
円
（対
前
年
比

46
0
円
増
） 

10
1％

 

※
岩
手

県
の
目

標
額
に

対
す
る

達
成
率

①
自

主
生

産
製

品
の

販
売

及
び

請
負

作
業

通
年

 
事
業
所
の
商
品
、
役
務

50
事
業
所
（新
規
） 

10
0％
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[福
祉
経
営
支
援
部

] 

の
受

注
に

向
け

た
支

援
 

の
調
査
及
び
デ
ー
タ
ベ

ー
ス

 
概
ね

50
件

 

②
事

業
所

の
自

主
生

産
製

品
の

Ｐ
Ｒ

、
販

売
イ

ベ
ン

ト
の

企
画

、
情

報
提

供

通
年

 
 

・
事
業
所
製
品
の
周
知
及

び
販
売
会

 
2
回

・
農
福
連
携
マ
ル
シ
ェ

2

回

6
回

 

 
販
売
会

4
回
（9
月

15
日
、

16
日
、

10
月

6
日
、

11
月

3
日
、

2
月

11
日
） 

農
福
マ
ル
シ
ェ

2
回
（7
月

30
日
、

9
月

4
日
） 

15
0％

 

③
事

業
所

と
農

林
水

産
業

者
と

の
マ

ッ
チ

ン
グ

通
年

 
概
ね

30
件

 
マ
ッ
チ
ン
グ
件
数

23
0
件
※
実
事
業
所
数

25
7
事
業
所

農
・水
・林
福
連
携

 
13
件
、
役
務
請
負

 1
63
件

商
品
開
発
・食
品
加
工

 
8
件
、
商
品
取
引
・イ
ベ
ン
ト
 

46
件

 

※
紹
介
の
み
、
不
成
立
を
除
く

43
％

 

④
普

及
啓

発
通
年

 

〇
農

林
水

産
業

者
向

け
研

修
の

実
施

 
年

4
回

 
5
回

 
12

5％
 

〇
障

が
い

者
就

労
支

援
施

設
職

員
研

修
の

実
施

 

年
4
回

 
7
回
 

17
5％

 

○
特

別
支

援
学

校
等

で
の

出
前

講
座

・
体

験
学

習
・

説
明

会

概
ね

10
回

 
11

回
 

11
0％

 

共
同
受
注
窓
口
事
業

 

[福
祉
経
営
支
援
部

] 

官
民
と
障
が
い
者
就
労
支
援
事
業
の
ハ
ブ
機
関

と
し
て
、
商
品
販
売
と
役
務
・
請
負
業
務
受
注
の
支

援
を
通
じ
て
、
障
が
い
者
就
労
支
援
事
業
所
利
用

者
の
就
労
や
社
会
参
加
の
機
会
の
拡
充
と
環
境
の

整
備
を
支
援
し
、
県
全
体
の
障
が
い
者
の
工
賃
の

向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
事
業
を
実
施
す
る
。

 

◎
取
扱
売
上
高
の
向
上

2,
50

0
万
円
以
上

加
入
事
業
所

10
1
事
業
所
 

販
売
契
約
 
 
 
58

事
業
所
 

役
務
・
請
負
契
約

74
事
業
所
 

（
※
重
複
契
約
あ
り
）
 

取
扱
売
上
高
 
 
28
,7
08
,1
70

円
 

（
常
設
店
舗
売
上
＋
役
務
請
負
等
売
上
+注

文
販
売
等

36
6,
39
5
円
）

 

11
5％

 

①
障
が
い
者
就
労
支
援
事
業
所
商
品
の
販
売
活

動
の
推
進

通
年

 
常
設
店
舗
売
上

 
13

,2
20

,9
96
円

 

②
障
が
い
者
就
労
支
援
事
業
所
に
よ
る
役
務
の

受
注
拡
大
の
促
進

通
年

 
作
業
請
負
に
よ
る
受
注
拡
大
の
促
進

 

役
務
請
負
等
売
上

 
15

,1
20

,7
79
円

 

③
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
た
加
入
事
業
所
の
活

動
紹
介
及
び
商
品
情
報
の
発
信

通
年

 
共
同
受
注
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
会
員
事
業
所
製
品
情
報
を
掲
載

 

※
商
品
情
報
の
発
信
及
び
ギ
フ
ト
商
品
の
受
注
支
援

(
2
)
適
正
な
サ
ー
ビ
ス
評
価
の
実
施

福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価

事
業

 [福
祉
経
営
支
援
部

] 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
客
観
的
か
つ
専
門
的
に

第
三
者
が
評
価
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
サ
ー
ビ
ス
の
質

の
向
上
を
目
指
す
経
営
者
を
支
援
す
る
。

 

①
受
審
事
業
所
数

通
年

 
◎

10
か
所

訪
問
調
査
の
延
期
及

び
中
止

 

決
定
委
員
会

 
10
か
所

 

訪
問
調
査

 
 

 2
か
所

  

10
0％

 

②
事
務
局
体
制
の
強
化
及
び
業
務
方
法
の
標
準

化
に
よ
る
迅
速
な
業
務
遂
行

通
年

 

③
県
指
定
評
価
調
査
者
養
成
研
修
の
実
施

年
1
回

 
養
成
数

7
人

 
1
月

26
日
、

27
日

 
0
人

 
0％

 

④
県
指
定
評
価
調
査
者
継
続
研
修
の
実
施

年
1
回

 
50
人

 
開
催
な
し

 
0％

 

⑤
評
価
調
査
者
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
の
実
施

年
2
回

 
50
人

 
6
月

6
日
、

23
人

 
 

10
月

4
日
、

19
人

 
84
％

 

⑥
受
審
事
業
者
自
己
評
価
研
修
の
実
施

年
1
回

 
40
事
業
所

 
1
月

26
日
、

27
日
、

12
事
業
所

15
人

 
30
％
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５
 
多
様
な
組
織
等
と
の
連
携
協
働

 

事
業
名

 
事
業
概
要

 
時
期
等

 
達
成
目
標

 
（
◎
は
評
価
指
標
）

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
 

(延
期
、
縮
小
、
中
止
等
の
別
) 

実
績
・
成
果
等

 
達
成
率

 

(
1
)
種
別
協
議
会
・
部
会
活
動
を
通
じ
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
取
組
と
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
福
祉
増
進

市
町
村
社
会
福
祉
協
議

会
部
会
事
業

(再
) 

[地
域
福
祉
企
画
部

] 

（
6
ペ

ー
ジ

参
照

）
 

種
別
協
議
会
活
動
推
進
事

業
 

[福
祉
経
営
支
援
部

] 

事
業
種
別
を
単
位
と
し
た
連
絡
協
議
、
調
査
研

究
、
研
修
等
を
行
う
と
と
も
に
、
関
係
機
関
団
体
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
く
こ
と
に
よ
り
、
会
員
で
あ
る
社
会

福
祉
法
人
及
び
施
設
・
事
業
所
が
地
域
に
お
け
る

多
様
な
福
祉
ニ
ー
ズ
に
適
切
に
対
応
で
き
る
よ
う
組

織
事
務
を
担
う
。

 
ま
た
、
各
協
議
会
中
期
活
動
ビ
ジ
ョ
ン
の
見
直
し
を

図
り
、
活
動
を
進
め
る
。

 

通
年

 

〇
 社
会
福
祉
法
人
経
営
者
協
議
会

 

〇
 高
齢
者
福
祉
協
議
会

 

〇
 障
が
い
者
福
祉
協
議
会

 

〇
 保
育
協
議
会

 

〇
 児
童
福
祉
施
設
協
議
会

 

〇
 児
童
館
・放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
協
議
会

 

(
2
)
多
様
な
組
織
等
と
の
連
携
協
働
の
推
進

事
務
受
託
団
体
支
援
事
業

 

[地
域
福
祉
企
画
部

] 

[福
祉
経
営
支
援
部

] 

[福
祉
人
材
研
修
部

] 

 
[総
務
部

] 

事
務
を
受
託
し
て
い
る

1
0
の
団
体
の
適
正
な
運

営
と
事
業
の
促
進
に
努
め
る
。

 

各
団
体
の
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
概
ね
計
画
ど
お
り
に
事
業
を
実
施
し
た
。

 

〇
 
岩
手
県
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

 

〇
 岩
手
県
里
親
会

 

〇
 
岩
手
県
地
域
包
括
・
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ

ー
協
議
会

 

〇
 岩
手
県
知
的
障
害
者
福
祉
協
会

 

〇
 岩
手
県
知
的
障
害
児
者
生
活
サ
ポ
ー
ト
協
会

 

〇
 東
北
地
区
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
協
議
会

 

〇
 一
般
社
団
法
人
岩
手
県
介
護
福
祉
士
会

 

〇
 岩
手
県
介
護
支
援
専
門
員
協
会

 

〇
 岩
手
県
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
協
議
会

 

〇
 公
益
財
団
法
人
岩
手
県
福
祉
基
金
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６
 
指
定
管
理
施
設
の
管
理
運
営

 

事
業
名

 
事
業
概
要

 
時
期
等

 
達
成
目
標

 
（
◎
は
評
価
指
標
）

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
 

(延
期
、
縮
小
、
中
止
等
の
別
) 

実
績
・
成
果
等

 
達
成
率

 

ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
岩
手
の
管

理
運
営

 

[ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
岩
手

] 

こ
れ
ま
で
の
経
験
と
蓄
積
さ
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
最

大
限
に
生
か
し
、
効
率
的
な
運
営
と
魅
力
あ
る
事
業

の
企
画
実
施
に
努
め
な
が
ら
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と

安
全
性
の
高
い
堅
実
な
施
設
運
営
を
行
う
。

 

通
年

 
◎
総
利
用
者
数

25
8,

00
0
人

（内
訳
）

一
般

(学
生
含
む

) 

11
8,

00
0
人

 

高
齢
・障
が
い
者

 

12
7,

00
0
人

 

そ
の
他

 

13
,0

00
人

 

開
館
以
来
の
累
計
数

 

6,
27

4,
00

0
人

 

縮
小

 
総
利
用
者
数

 

17
0,

74
5
人

 

（内
訳
） 

一
般

(学
生
含
む

) 

68
,6

25
人

 

高
齢
・障
が
い
者

 

94
,7

78
人

 

そ
の
他

 

7,
34

2
人

 

開
館
以
来
の
累
計
数

 

5,
93

3,
10

5
人

 

6
6
％

 

5
8
％

 

7
5
％

 

5
6
％

 

9
5
％

 

①
教
室
の
開
催

障
が
い
者
や
高
齢
者
等
を
中
心
と
し
た
ス
ポ
ー

ツ
・文
化
教
室
（講
座
）を
開
催
す
る
。

通
年

 
開
催
回
数

 
  

  
25

4
回

 

ス
ポ
ー
ツ

  
  

23
0
回

 

文
化

24
回

 

開
催
回
数

 
25

9
回

 

（ス
ポ
ー
ツ

 
 

23
5
回

 
 
文
化

 
 

 
24
回
）
 

10
2％

  

②
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

利
用
者
と
地
域
住
民
と
の
交
流
を
促
進
す
る
た

め
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
。

 

通
年

 
開
催
回
数

 
8
回

 
開
催

 
8
回

 
10

0％
 

〇
 ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
祭

20
22

 
9
月

4
日

 
延

5,
00

0
人

 
縮
小

 
延

5,
59

5
人

 
11

2％
 

③
支
援
事
業
の
実
施

通
年

 

〇
 
地
域
と
連
携
し
、
障
が
い
者
や
高
齢
者
へ
の

運
動
指
導
に
携
わ
る
指
導
者
に
指
導
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
伝
え
る
。

ま
た
、
障
が
い
者
団
体
や
高
齢
者
団
体
等
か

ら
依
頼
を
受
け
て
、
ス
ポ
ー
ツ
指
導
な
ど
を
実
施

す
る
。

い
わ
て
ｽ
ﾎ
ﾟｰ
ﾂ
ﾈ
ｯ
ﾄﾜ
ｰ
ｸ

事
業

 
 

 
 

 
 

 
 

3
回

 

縮
小

 

2
回

 
67
％

 

ﾘﾌ
ﾚ
ｯ
ｼ
ｭ
教
室

20
回

 
32
回

 
16

0％
 

ｽ
ﾎ
ﾟｰ
ﾂ
支
援
事
業

12
0
回

 

縮
小

 

10
7
回

 
89
％

 

〇
 
障
が
い
者
や
高
齢
者
等
の
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド

利
用
者
か
ら
依
頼
を
受
け
て
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
。

ｻ
ﾎ
ﾟｰ
ﾄﾀ
ｲ
ﾑ

30
0
回

 
61

7
回

 
20

6％
 

④
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成

初
心
者
手
話
教
室
等
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、

活
動
の
場
の
提
供
に
よ
り
取
組
の
活
発
化
を
図

る
。

 

通
年

 
開
催
回
数

 
 

 
14
回

 
縮
小

 
12
回

 
86
％
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７
 
県
社
協
の
活
動
基
盤
の
強
化

 

事
業
名

 
事
業
概
要

 
時
期
等

 
達
成
目
標

 
（
◎
は
評
価
指
標
）

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
 

(延
期
、
縮
小
、
中
止
等
の
別
) 

実
績
・
成
果
等

 
達
成
率

 

県
社
協
財
政
基
盤
の
適
正

化
 

[総
務
部

] 

①
自
主
財
源
の
確
保

県
社
協
本
来
の
使
命
や
役
割
を
認
識
し
、
地
域

福
祉
の
推
進
に
結
び
つ
く
新
た
な
事
業
の
開
発
な

ど
の
た
め
、
多
様
な
自
主
財
源
を
確
保
す
る
。

 

通
年

 
◎
協
賛
金
対
前
年
度
比

5％
増

 

(3
,4

75
,5

00
円

) 

対
前
年
度
比

 
11
％
増

 

企
業
、
団
体
及
び
病
院
（1

,2
10
か
所
）に
対
し
協
賛
金
を
依
頼

 

入
金
実
績

 
33

3
件

 
3,

66
4,

00
0
円

 

（前
年
度

 
29

7
件

 
3,

31
0,

00
0
円
） 

22
0％

 

②
経
費
の
削
減

事
業
費
及
び
事
務
費
の
削
減
を
図
る
。

通
年

 
対
前
年
度
比

2％
減

 
対
前
年
度
比

 
2％

減
 

事
務
経
費

 
39

,9
78

,5
49
円

 

（前
年
度

 
 

40
,7

43
,6

18
円
） 

10
0％

 

組
織
強
化
の
た
め
の
取
組
の

推
進

 

[総
務
部

] 

①
会
計
監
査
人
に
よ
る
監
査

経
営
組
織
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
強
化
す
る
た
め
設

置
し
た
会
計
監
査
人
に
よ
る
監
査
を
受
検
す
る
と
と

も
に
、
監
査
費
用
の
財
源
を
安
定
的
に
確
保
す

る
。

 

通
年

 
5
回
実
施
（5
月
、

8
月
、

10
月
、

2
月
、

3
月
） 

②
税
理
士
等
へ
の
業
務
委
託

税
理
士
や
社
会
保
険
労
務
士
等
の
専
門
家
へ

の
業
務
委
託
を
検
討
す
る
。

 

通
年

 

③
職
員
の
育
成

職
員
研
修
計
画
に
基
づ
き
職
員
研
修
を
実
施

し
、
職
員
育
成
を
図
る
。

 

通
年

 
新
人
職
員
研
修
：2
人

 
 中
堅
職
員
研
修
：1
人

 

全
社
協
セ
ミ
ナ
ー
：8
人

 
イ
ン
ボ
イ
ス
研
修
：4
人

 

ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
研
修
：5
人

④
会
員
の
拡
大

未
加
入
施
設
・
事
業
所
に
対
し
、
会
員
と
な
る
こ

と
の
メ
リ
ッ
ト
を
説
明
し
会
員
の
拡
大
を
図
る
。

 

通
年

 
◎

20
事
業
所
以
上

19
施
設
、
法
人

 
95
％

 

８
 
岩
手
県
社
会
福
祉
大
会

 

事
業
名

 
事
業
概
要

 
時
期
等

 
達
成
目
標

 
（
◎
は
評
価
指
標
）

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
 

(延
期
、
縮
小
、
中
止
等
の
別
) 

実
績
・
成
果
等

 
達
成
率

 

第
７
５
回
岩
手
県
社
会
福
祉

大
会

 [地
域
福
祉
企
画
部

] 

[総
務
部

] 

 
本
県
の
社
会
福
祉
の
向
上
に
尽
力
し
、
多
大
な
功

績
を
残
し
た
方
々
を
顕
彰
す
る
と
と
と
も
に
、
地
域
共

生
社
会
、
豊
か
な
福
祉
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
共

通
認
識
を
深
め
、
本
県
の
社
会
福
祉
の
一
層
の
発

展
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
す
る
。

 

11
月

 
開
催
規
模
縮
小

 

コ
ロ
ナ
前

1.
20

0
名

参
集
者
数

60
0
名

10
月

28
日
、
岩
手
県
民
会
館
大
ホ
ー
ル
、
約

60
0
人

 

式
典
（被
表
彰
者
数

 
42

8
人
、

19
団
体
、

2
組
、

1
地
区
） 

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
（東
日
本
大
震
災
か
ら

12
年
～
今
、
故
郷
の
人
と
地
を

想
う
）
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